
明

治

維

新

は

、

江

戸

時

代

の

人

々

の

生

活

を

大

き

く

変

え

て

い

く

社

会

的

変

革

で

し

た

。 

 

戸

籍

・

学

校

・

徴

兵

・

納

税

な

ど

に

関

す

る

新

し

い

制

度

が

導

入

さ

れ

て

き

た

ほ

か

、

鉄

道

・

電

信

と

い

っ

た

近

代

的

な

輸

送

通

信

手

段

の

整

備

も

始

ま

り

ま

し

た

。 

 

郵

便

制

度

も

ま

た

、

近

代

的

な

統

一

国

家

の

確

立

を

は

か

る

一

環

と

し

て

、

明

治

政

府

が

維

新

後

た

だ

ち

に

整

備

を

始

め

た

通

信

事

業

の

ひ

と

つ

で

す

。 

 

こ

う

し

た

政

府

の

意

向

を

う

け

て

、

各

地

で

は

郵

便

局

の

設

置

が

進

め

ら

れ

て

い

き

ま

す

。 

『

加

古

郡

誌

』

や

『

増

訂

印

南

郡

誌

』
に

は

、
早

く

も

明

治

四
（

一

八

七

一

）

年

十

二

月

に

高

砂

郵

便

局

が

開

設

さ

れ

、
そ

の

翌

年

に

は

、

大

塩

村

（

現

姫

路

市

）

と

曽

根

村

（

現

高

砂

市

）

に

郵

便

局

が

設

置

さ

れ

た

こ

と

が

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

現

市

域

が

飾

磨

県

に

属

し

て

い

た

頃

の

こ

と

で

す

。 

 

ま

た

、

飾

磨

県

が

兵

庫

県

に

合

併

さ

せ

ら

れ

、

現

在

の

兵

庫

県

域

が

確

定

し

た

明

治

九
（

一

八

七

六

）

年

の

時

点

で

は

、

加

古

郡

で

は

高

砂

・

荒

井

な

ど

七

か

所

、

印

南

郡

で

は

曽

根

な

ど

五

か

所

に

増

設

さ

れ

て

い

ま

し

た

。 

 

こ

の

う

ち

、

高

砂

と

曽

根

は

四

等

郵

便

局

で

、

そ

の

他

は

五

等

郵

便

局

に

位

置

づ

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

高

砂

と

曽

根

が

、

加

古

郡

と

印

南

郡

の

中

心

的

位

置

に

あ

っ

た

こ

と

が

う

か

が

え

ま

す

。

ま

た

、

高

砂

郵

便

局

は

為

替

局

と

し

て

の

仕

事

も

行

っ

て

い

ま

し

た

。 

 

以

上

の

よ

う

な

制

度

面

で

の

変

遷

は

、

兵

庫

県

立

図

書

館

で

閲

覧

で

き

る

「

兵

庫

県

史

料

」

な

ど

で

よ

く

わ

か

り

ま

す

が

、

各

郵

便

局

で

の

業

務

内

容

に

つ

い

て

は

、

不

明

な

点

が

少

な

く

あ

り

ま

せ

ん

。 

 

今

後

高

砂

市

史

の

編

さ

ん

を

進

め

る

中

で

、

地

域

の

史

料

を

掘

り

起

こ

し

て

い

き

、

こ

う

し

た

点

も

明

ら

か

に

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。 

（

高

砂

市

史

編

さ

ん

専

門

委

員 

 

松

下

 

孝

昭

） 

た 

か 

さ 

ご 

史 

話 

2 8 

～

郵 

便 

局

の

開

設

～ 


